
令和3年 4 月 12 日

＞子様の動活＜＞容内動活＜

北区役所玄関前で行っている、「キタッコいちば」 活動の様子の写真
での出店販売活動を、月に一度のペースで3～4人 成果物の写真
で活動している。 活動内容の追加コメント
その他、施設外就労として、7人が毎日地元の物流会社
で商品の検品や値付け加工の仕事を行っている。

＜目的＞
「キタッコいちば」は直接消費者に接客する事により
人とのコミュニケーション能力が向上する。
自分達が作った商品が、お客様にどの様に評価される
かよく分かるので事業所内の仕事にも張合いが出る。
物流会社への施設外就労は、他社の大事な商品を扱う
ので、神経を使って仕事を行う。

＜成果＞
「キタッコいちば」で毎月販売する事で、固定客も
増え、顔見知りの顧客様も出来た。
課題点として来客がない時の時間の使い方を考える。
物流会社の施設外就労は、比較的高額な商品が多く
商品を破損した時の、損害賠償責任が発生するのを
回避する必要がある。
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